
名寄周辺モデル地域圏域検討会 観光ワーキングチーム

所得・雇用の確保

・名寄周辺モデル地域においては、平成29年11月に圏域検討会が発足し、
平成30年3月に施策パッケージを作成。
・「広域的な連携による観光振興」について、「道北観光連盟」と一体となっ
て観光ワーキングチーム（観光WT）を開催。

（1）概要

■施策パッケージの概要■ワーキングチームの開催状況

H29.11.6 第1回圏域検討会

H30.3.22 第2回圏域検討会

R1. 6.25 観光ワーキングチーム②

H31.３.６ 観光ワーキングチーム①

R１.11.21  観光ワーキングチーム③

■施策パッケージを策定

・ ２市６町１村の自治体及び観光協会等
士別市、名寄市、和寒町、剣淵町、下川町、美深町、
中川町、幌加内町、音威子府村

・ 北海道 上川総合振興局
・ 国土交通省 北海道運輸局 旭川運輸支局
・ 国土交通省 北海道開発局・旭川開発建設部
・ＮＰＯ法人なよろ観光まちづくり協会（事務局）

■ワーキングチームのメンバー

積雪寒冷地特有の
厳しい気象条件でも
安全・安心に暮らせる

地域づくり

積雪寒冷な
自然環境を活かした
チャレンジ精神に富む

人材による
観光振興

地域に安心して
住み続けるための

生活交通と
物流ネットワーク

の確保
地域の

魅力向上

安全・安心
な社会基盤

の形成

• 北海道縦貫自動車道（士別剣淵～名寄）整備
• 音威子府バイパス整備

所得・雇用
の確保

• 地域ブランド化
• 農地の大区画化

生活機能・
集落機能
の確保

（取組や施策例）
• 天塩川シーニックバイウェイ
• 名寄川かわまちづくり
• かみかわフードツーリズム
• 天塩川周辺地域魅力発信プロ

モーション活動
• ダウン・ザ・テッシ-オ-ペッ2018
（松浦武四郎生誕200年・

北海道命名150年）

• Ｈ３０
サンルダム完成

• 名寄地域物流研究会の取組
• 地域連携物流システム検討
• アンケートによる実態把握
• 共同輸送の実証実験
• 「貨客混載」の展開

【物流ワーキングチームによる取組】

地域が一体となる施策のマッチ
ングを議論し、効果の最大化

を図ります。

2017・2018年度 2020年度頃 2025年度頃
検討会・ＷＴ ＷＴ・フォローアップ 目指す姿

農業の多様性や
新たな技術を活かした

夢のある農林業
の持続的な発展

R２.７.31  観光ワーキングチーム④ 道北観光連盟と連携した
プロジェクトの推進

【観光ワーキングチームによる取組】

• 防災訓練、組織の推進
• 地域防災関係機関連

絡会議

• 新たな観光資源

H30.11.９ 世界水準の観光地形成
に向けたセミナーin名寄

R４.11.22  観光ワーキングチーム⑥

R 3.７.27  観光ワーキングチーム⑤


